
③
低
学
年
に
お
け
る
少
人
数
学
級

を
実
現
さ
せ
、
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う

努
力
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

④
小
1
プ
ロ
ブ
レ
ム
や
特
別
支
援

教
育
等
に
対
応
す
る
た
め
の
具
体
的

な
施
策
・
方
向
性
は
。

教
育
長
　
①
教
員
の
配
置
が
認
め
ら

れ
な
い
た
め
不
可
能
で
あ
る
。

②
都
は
1
学
級
40
人
の
基
準
を
定

め
て
い
る
が
、
実
際
に
は
20
人
か
ら

40
人
ま
で
幅
の
あ
る
学
級
編
制
と
な

る
。
学
級
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
は
、

一
律
に
何
人
と
数
値
化
で
き
な
い
。

③
都
の
許
可
な
く
、
少
人
数
学
級

を
実
現
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

④
柔
軟
で
多
様
な
学
習
形
態
を
弾

力
的
に
設
定
し
、
き
め
細
か
い
指
導

を
進
め
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

※
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
と
は

小
学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
小

学
校
１
年
生
が
集
団
行
動
が
と
れ
な

い
、
授
業
中
に
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、

話
を
聞
か
な
い
な
ど
の
状
態
が
数
か

月
継
続
す
る
状
態
の
こ
と
。（
東
京

都
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
よ
り
）

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
現

在
の
障
害
児
教
育
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。

②
国
が
出
し
て
き
た
方
向
は
、
真

の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
教
育
と
は
ほ

ど
遠
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
の
検

討
内
容
、
進
行
状
況
は
。

④
市
の
方
向
を
決
定
す
る
に
当
た

り
、
国
等
の
考
え
だ
け
で
な
く
、
関

係
者
の
意
見
を
大
切
に
す
べ
き
で
は
。

教
育
長
　
①
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
障

害
や
発
達
課
題
に
応
じ
た
個
別
指
導

計
画
を
作
成
し
て
指
導
に
当
た
っ
て

お
り
、
充
実
し
た
指
導
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

②
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
考
え
方

に
通
じ
る
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。

③
昨
年
度
、
特
別
支
援
教
育
研
究

協
議
会
を
発
足
し
、
研
究
を
進
め
て

を
評
価
す
る
内
容
だ
っ
た
。

③
昨
年
第
8
回
の
終
了
時
に
小
平

雨
情
会
よ
り
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど

の
理
由
か
ら
、
次
回
以
降
の
開
催
が

困
難
で
あ
る
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
継
続
で
き
な

い
か
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
形
で
雨
情
祭
を
公
民
館
事
業
と
し

て
継
続
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る

と
の
結
論
と
な
っ
た
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
保
育

園
、
学
校
等
に
栄
養
士
が
配
置
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
な
数
は
。

②
市
教
育
委
員
会
に
統
括
管
理
の

で
き
る
栄
養
士
を
配
置
す
べ
き
で
は
。

③
パ
ソ
コ
ン
等
の
整
備
を
進
め
、

安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
デ

ー
タ
管
理
等
を
活
発
に
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

④
食
教
育
は
次
世
代
支
援
事
業
に

も
深
く
か
か
わ
る
内
容
で
あ
る
の
で
、

そ
う
し
た
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
①
保
育
園
で
は
4
園
に
各

一
人
、
小
学
校
で
は
19
校
に
各
一
人

ず
つ
配
置
し
て
い
る
。

②
各
施
設
と
の
情
報
交
換
は
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
に
行
っ
て
い
る
の
で
、

新
た
な
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

③
小
学
校
で
は
献
立
研
究
部
会
で

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
標
準
献
立
と
作

業
工
程
表
を
作
成
し
て
い
る
。

市
長
　
④
国
の
指
針
に
食
教
育
の
推

進
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
連

携
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
行
動
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
き
た
い
。

③
市
民
へ
の
公
開
と
い
う
点
で
、

前
回
に
比
べ
て
変
化
は
あ
る
の
か
。

④
市
教
育
委
員
の
検
討
期
間
は
、

前
回
よ
り
長
い
の
か
。
採
択
の
論
議

は
公
開
で
行
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

教
育
長
　
①
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、

採
択
時
に
教
科
用
図
書
審
議
委
員
会

等
を
設
置
し
て
い
る
。

②
教
員
の
意
見
を
聞
き
、
教
育
委

員
会
の
権
限
と
責
任
に
お
い
て
採
択

を
行
っ
て
い
く
。

③
見
本
を
展
示
す
る
図
書
館
を
、

2
館
ふ
や
し
て
6
館
と
し
た
。

④
前
回
と
同
様
、
十
分
に
検
討
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
教
科
書

採
択
に
つ
い
て
は
、
原
則
公
開
と
考

え
て
い
る
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

先
日
、

第
9
回
雨
情
祭
が
開
催
さ
れ
た
が
、

今
回
を
も
っ
て
中
止
と
な
る
。

①
雨
情
祭
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
は
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
内
容
は
。

③
雨
情
祭
中
止
に
つ
い
て
ど
ん
な

議
論
が
な
さ
れ
た
か
。
今
後
継
続
す

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長
　
①
第
1
回
が
、
平
成
8
年

に
上
水
南
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。

第
2
回
目
か
ら
は
、
小
平
雨
情
会
と

市
教
育
委
員
会
の
共
催
に
よ
り
、
ル

ネ
こ
だ
い
ら
で
開
催
さ
れ
、
毎
回
大

変
好
評
を
得
て
い
た
。

②
回
答
数
は
326
人
で
、
今
回
が
最

後
で
残
念
で
あ
る
、
資
料
集
が
丹
念

に
整
理
さ
れ
て
い
る
等
、
長
年
の
労

い
る
。
今
後
は
移
行
に
向
け
て
年
次

計
画
の
作
成
や
関
係
諸
機
関
と
の
連

携
体
制
づ
く
り
等
に
努
め
て
い
く
。

④
各
協
議
会
等
で
関
係
児
童
や
保

護
者
等
の
意
見
を
聞
く
予
定
で
あ
る
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
実
施
の

そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

②
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
図
書
館
、
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
コ
ー
ナ
ー
設
置
の
実
現
性

は
ど
う
か
。

③
地
域
情
報
化
拠
点
と
し
て
の
図

書
館
の
位
置
づ
け
の
考
え
方
は
。

教
育
長
　
①
平
成
14
年
度
に
実
施
し
、

5
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
延
べ
241
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

②
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
性
を

考
慮
す
る
と
、
一
図
書
館
と
し
て
取

り
組
む
に
は
限
界
が
あ
る
と
考
え
る
。

③
従
来
か
ら
の
活
字
に
よ
る
情
報

を
中
心
と
し
た
資
料
提
供
に
加
え
、

情
報
通
信
技
術
の
向
上
に
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
情
報
発
信
が
大
き
な
柱
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
今
回

の
採
択
の
仕
方
は
ど
う
か
。
前
回
と

違
う
点
、
特
徴
点
は
あ
る
の
か
。

②
教
科
書
採
択
に
当
た
り
、
現
場

教
師
の
意
見
は
不
可
欠
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

ふ
た
へ
の
取
り
か
え
等
を
検
討
す
る
。

④
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。

す
べ
き
課
題
も
多
く
、
現
時
点
で
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

③
全
校
に
非
常
通
報
装
置
「
学
校

110
番
」
を
設
置
し
て
い
る
。
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

研
究
課
題
と
し
た
い
。

④
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
具
体
的

活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
り
た
い
。

⑤
防
犯
対
策
に
係
る
国
や
都
の
財

政
援
助
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
が
、

教
育
長
会
等
に
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
児

童
・
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
に
対
す

る
市
教
育
委
員
会
の
評
価
は
。

②
導
入
す
る
場
合
の
課
題
は
何
か
。

③
先
進
的
事
例
と
そ
の
評
価
は
。

教
育
長
　
①
児
童
・
生
徒
の
率
直
な

評
価
を
指
導
方
法
の
改
善
に
生
か
す

点
か
ら
非
常
に
有
効
な
も
の
で
あ
る
。

②
教
員
に
対
す
る
好
き
嫌
い
を
答

え
さ
せ
る
も
の
に
な
ら
な
い
こ
と
、

児
童
・
生
徒
自
身
が
主
体
的
に
授
業

に
取
り
組
む
意
欲
を
高
め
る
よ
う
留

意
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

③
小
学
校
で
は
、
カ
ー
ド
に
評
価

を
記
入
さ
せ
た
り
、
授
業
の
感
想
を

述
べ
さ
せ
る
形
態
で
実
施
し
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

ま
と
め
の
会
を
行
う
な
ど
、
指
導
・

評
価
計
画
に
基
づ
き
授
業
評
価
を
実

施
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
学
習
上

の
課
題
に
つ
い
て
現
状
把
握
が
で
き
、

大
変
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
30
人

以
下
学
級
は
既
に
あ
る
の
で
実
現
可

能
で
は
な
い
か
。

②
現
行
の
学
級
編
制
基
準
と
現
場

の
状
況
と
の
乖
離
を
認
識
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
低
学
年
の
生
活
集
団
は
、

ど
の
程
度
が
適
切
と
考
え
て
い
る
か
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
（
学
校
安
全
警
備
員
）

の
配
置
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

②
防
犯
関
連
施
設
の
整
備
状
況
と

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

③
警
察
署
・
消
防
署
と
の
緊
急
連

絡
体
制
の
構
築
や
、
I
T
技
術
を
活

用
し
た
地
域
住
民
へ
の
情
報
提
供
の

必
要
性
は
。

④
地
域
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、

地
域
と
の
連
携
強
化
へ
の
見
解
は
。

⑤
財
政
的
課
題
は
。

教
育
長
　
①
人
的
配
置
の
有
効
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
困

難
と
考
え
る
。

②
学
校
の
出
入
り
口
は
登
下
校
時

の
み
開
放
し
、
他
の
時
間
は
原
則
と

し
て
閉
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
解
決

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

大
沼
町

二
丁
目
の
東
久
留
米
市
と
の
境
界
地

域
は
、
住
宅
開
発
が
進
み
人
口
増
が

進
む
一
方
で
あ
る
。
交
通
安
全
対
策

の
面
で
地
域
か
ら
の
要
望
が
多
い
、

市
道
第
C

59
号
線
の
拡
幅
計
画
の

そ
の
後
の
状
況
と
、
今
後
の
取
り
組

み
や
決
意
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
当
該
道
路
は
拡
幅
計
画
を
持

っ
て
い
る
が
、
現
状
の
道
路
幅
員
に

つ
い
て
隣
接
地
権
者
と
認
識
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
整
備
計
画
が

推
進
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
平
成

15
年
4
月
か
ら
周
辺
測
量
調
査
を
行

っ
て
道
路
区
域
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
で
き
、
地
権
者
に
市
の
考
え
を
説

明
し
た
が
、
市
と
し
て
は
今
後
も
地

権
者
と
話
し
合
い
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

高
橋
信
博
議
員
（
政
和
）

①
十
一

小
正
門
前
に
正
式
な
横
断
歩
道
の
設

置
要
望
が
多
数
あ
る
の
で
、
早
急
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

②
平
成
12
年
の
都
営
住
宅
建
て
か

え
時
に
、
現
在
の
不
自
然
な
道
路
形

態
に
つ
い
て
ど
う
検
討
し
た
の
か
。

③
都
の
通
路
敷
地
を
市
に
移
管
し
、

市
の
学
校
用
地
の
一
部
を
道
路
と
し

て
市
道
化
し
、
変
則
的
な
道
路
を
解

消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

④
学
校
用
地
を
道
路
と
し
て
使
っ

て
い
る
が
公
道
に
で
き
な
い
理
由
は
。

市
長
　
①
小
平
警
察
署
に
横
断
歩
道

の
設
置
を
要
請
し
て
い
く
。

②
特
に
道
路
と
し
て
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。
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③
要
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
、
市

道
認
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

④
建
設
当
初
か
ら
、
給
食
用
車
両

と
児
童
の
登
下
校
時
の
敷
地
内
通
路

と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
、
現
在
の

と
こ
ろ
公
道
に
す
る
計
画
は
な
い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
昨
年

設
置
さ
れ
た
、
歩
車
道
段
差
U
D
ブ

ロ
ッ
ク
の
評
判
や
課
題
等
は
。

②
今
年
度
の
設
置
予
定
と
来
年
度

以
降
の
計
画
は
。

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
買
い
物
等
が

で
き
る
よ
う
、
事
業
者
に
対
し
て
市

は
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
た
の
か
。

④
小
川
駅
周
辺
を
モ
デ
ル
地
区
に

位
置
づ
け
、
総
合
的
な
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
推
進
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
車
い
す
等
の
利
用
者
か
ら
、

段
差
を
ス
ム
ー
ズ
に
通
過
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
評
価
を
得
て
い
る
が
、

初
期
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
気
づ
か
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
た
め
、
緑
色
に
塗
装
し

て
、
目
立
つ
よ
う
に
工
夫
を
し
た
。

②
今
年
度
は
、
市
役
所
西
通
り
や

花
小
金
井
駅
北
口
周
辺
等
を
予
定
し

て
い
る
。
来
年
度
以
降
も
、
補
修
工

事
等
で
設
置
し
て
い
き
た
い
。

③
商
店
街
活
性
化
説
明
会
で
店
舗

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を
提
案
し
た
。

④
モ
デ
ル
地
区
と
す
る
考
え
は
な

い
が
、
今
後
も
整
備
を
進
め
た
い
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
今
ま

で
の
苦
情
・
事
故
等
の
内
容
は
。

②
市
か
ら
小
金
井
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
対
し
、
拡
幅
の
た
め
の
要
望

が
で
き
な
い
か
。

③
カ
ラ
ー
舗
装
等
に
よ
る
注
意
喚

起
や
雨
の
日
対
策
等
を
講
じ
ら
れ
な

い
か
。

④
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
つ
く
り
、

市
内
道
路
・
歩
道
拡
幅
等
の
優
先
順

位
等
を
決
め
、
計
画
的
に
整
備
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
①
苦
情
は
、
道
路
の
冠
水
等

で
年
間
数
件
あ
る
。
事
故
は
約
3
年

半
で
5
件
と
聞
い
て
い
る
。

②
今
後
も
道
路
拡
幅
に
つ
い
て
の

協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

③
状
況
に
応
じ
た
交
通
安
全
対
策

を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
よ
り
滑
り

ど
め
効
果
の
あ
る
特
殊
マ
ン
ホ
ー
ル

小平駅南口に設置された歩車道段差
U Dブロック

道

路

道

路

 
道

路

 
市
道
第
C

59
号
線
、
通
称

石
置
き
道
路
の
拡
幅
整
備
計
画

小
平
第
十
一
小
正
門
前
の

姿
を
消
し
た
横
断
歩
道

小

川

駅

周

辺

の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

鈴

木

中

通

り

の

拡

幅

整

備

を

小
・
中
学
校
の
安
全
確
保

小平第十一小学校正門前

鈴
木
中
通
り
（
御
幸
町
）

▼

教 育  
文 化  
教 育  
文 化  

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

に
よ
る
授
業
評
価
の
導
入

小
学
校
低
学
年
の
少
人
数
学
級
は

実
現
す
べ
き
で
は
な
い
か

障
害
児
学
級
を
維
持
し
な
が
ら

障
害
児
教
育
の
充
実
を
図
る
べ
き

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
図
書
館
の

実
現
化
と
図
書
館
の
役
割

教
師
と
子
ど
も
の
関
係
を

大
事
に
し
た
教
科
書
採
択
を

教
科
書
見
本
の
展
示
（
中
央
図
書
館
）

▼

雨
情
祭
は
継
続
す
べ
き

医 療  
健 康  
医 療  
健 康  

栄
養
士
の
適
切
な
活
用
配
置
と

デ

ー

タ

管

理

体

制

※

―

―

か
い
り




